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本訴究は、 3議見の件関関経における身体義触には、 f仲間関係のはじまりJr仲間意識

の共有Jr仲間関係のアピールjという 3つの機能があると予想、して、これに沿った具体的

な事例の考察を行なうことを目的とした Q さらに、子ども罰士が身体接触を成立させる要

国を知るために、身体接触の成り立ちについての考察を行った。その結果、 3歳児にとっ

ては、ことばで明示的な仲間入ワをするよりも、押したり、抱きついたりすることによっ

て、仲間関係を或立させることが有効であることがわかった。また、身体接触は、相手を

身近に感じたり、仲間意識を共有したり、感覚的刺激をともなう面白さを味わうことがで

きるだけでなく、離れた場所にいる人間にまでも他者と自分の親密な関孫をアピールする

ことができることから、子どもは仲間関係において身体接触を積極的にやり取りしている

ことがわかった。

子ども同士の身体接触の畏関を左右させる要因には、力の調節、状況判断、発話の有無、

行為の方向性、意味の共通理解、認知、情動調範、体格のバランス、栢性があることがわ

かった。親和的展開の要国としては、「力の謂節、意味の共通理解、認知、相性の良さ、双

方向的、ことばによる支え、需動謂節jがあり、一方、震関なし、及び反発的展開の要因

としては、「力の未調節、体格差、援味な行為による意味の取り違い、認知不足、梧性の悪

さ、一方的、ことばを伴わない、状況判断の欠けた感情的・衝動的な状態jがあることが

わかった。

1 .問題と目的

保育園や幼誰菌などの集留保育施設は、それ以前に

辻大入との関孫を中心に生活をしてきた子ども達が人

生で初めて家庭外でほぼ同年齢の子ども達と仲間関係

を彰成し、仲間関係の京体験を培う重要な場であり〈砂

上・無藤、 1999)、遊びのなかで生じるものの取り合い、

けんかや対立といった問題の解決方法を子どもは経験

的に学んでいく o また、身体的ぶつかり合い、ことば

で意志疎通を図る、ルーノレをつくる、変更するなど、

次第に高度な社会的スキルを身につけていく(五井、

2002)0 

体がことばの代わりや補足として機能している(無藤、

1997)が、特に、初めての環境で初めての人間関係を経

験する 3歳児にとって{也のモダリティーではありえな

い全身性のコミュニケーションである身体接触は、仲

間とのかかわりにおいて欠かせない手段となっている

砂上 (1999)は、保育における子ども同士のかかわ

りにおいて、勉者と同じ動きをすることが、その仲間

としてのかかわりにおいて重要な役醤を果たしている

ことを指指しているが、子ども同士が身体を接触させ

ている状患については触れていない。

幼児はことばだけでやり取りすることは少なく、身

キーワード:身体接触、 3歳見、仲間関係

(塚崎、 2002)0

子どもは誌かの感覚にさきがけて触覚を発達させる

ので、人間関{系も触覚的経験として把握され、触覚を

通じて感情の種々相を成熟させる〈野村、 1984) こと

からも、砂上の訴究を搭まえて、 3歳児の仲間関係に

おける身体接触に注Eすることは、子どもの身体性の

研究をさらに発展させることにつながるだろう。

砂上・無藤 (1999)は、子ども関の仲間意識は当該

の仲間関係に属する地者と同じ動きをすることと一体

になっていて、仲間意識の共有として他者と同じ動き

をすることが、関係の内部と外部に対してその関係を

証明する機能があると指摘していることから、本研究

では次のことを予想する G

仲間関係における身体接触には、
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1 .仲間関係のはじまり

2 .仲間意識の共有

3 .仲間関係のアピール

という 3つの機能があると予想して、これに沿った具

体的な事例の考察を行なうことを弓的とする。

さらに、子ども罰土が身体護触を成立させる要因を

知るために、身体接触の成り立ちについて考察を行な

う。司じ相手による身体接触でも親和的に発展する場

合としない場合があることから、身体接触の発生と展

開には、何らかの要因が{動いていると考えられる。そ

こで、親和的な身鉢接触を支える要因と拒む要国を考

察することを本研究のもう一つの目的とする。

II.本研究における「身体接触j

本研究で取り上げる身体接触の発生パターンには、

1 )行為者から発生する身体の動きを受け手が受け

取って成立する身体接触 2 )縄発的な発生によって

成立する身体接触、という、 2つの成立パターンがあ

ると想定する O

1 )のパターン辻、行為者が向ちかの巨的をもって

受け手の身体に触れることにより、受け手がその意味

を解釈して成立する身体接触だが、 2)のパターン

は、行為者による意図的な身体接触ではなく、事故的

な要素を含む身体接触のことである D

また、身体接触における行為の畏関としては、

1 )親和的展開-受け手が行為を肯定的な意味に解

釈した結果、身体接触が親和的な意味のものに発展す

る

2 )展開なし-受け手が行為を理解できずに無視し

たり、長応を返さないために自然消滅したり、ものわ

かれに終わったりする

3)反発的展開(いざこざ、第三者の介入〉一受け

手が行為を否定的な意味に解釈した結果、拒否や抵抗

の反誌から、いざこざや第 3者の介入に発展する

という 3つの展開パターンがあると想定する。

本研究では、保育場面におげる身体接触の発生と展

開には以上のパターンがあると想定して、麓察された

身体接触の分類を行うことにする。

III.方法

調査期間 2001年 4月末---...-2002年 2月末までの関

に、遅 1呂から 2回の頻度で登匿からお昼の時間まで、

または降園までの時間を観察した。

調査方法 VTR撮影とメモ書きによる観察を行っ

たむ冨内全ての場所における撮影を許可されていたの

で、あらかじめ保育者と棺談の上決定した観察日に、

B組の子どもと保育者のかかわりを中心に、特に身体

接触を倖うやり取りが発生しそうな、いざこざの場面

や保育者の動きを追いながら撮影を行ったむ観察され

た全てのデータを文字化して、その中から身体接触の

場菌をエピソードとして抽出し、さらに身体接触の始

まりと終わりが収録されたものや、注目すべきエピ

ソードに関しては、事例として取り上げて考察を行っ

た。保育者との話合いを還してエゼソードに対する意

見交換をしたり、子どもの家庭状況や、観察日以外の

自に起きた出来事などの情報を提供してもらうことに

より、考察する上でより正確を解釈ができるように心

がりたD

分析方法合計38自分の観察で収録された1，456件

の身体接触のエピソードを、観察呂、場所、行為者と

相手、場面、身体の動き、発話の有無(内容)、場面の

補足/行為の展開、意味、時間の 9項目に分げて記録し、

14人分のデータを個別に分類したG また意味において

は、保育者との話し合いにより、観察記録に基づいて

コード化した。コード化は、親和的〈親近感・豆、いや

り・甘え)、否定的(不安・悲しみ・怒り・拒否・攻撃・

抵抗・避難)、偶発的(無意識・興奮・よろけ)、中立

的(誘導・呼びかけ・説得・介入・なだめ・補助)、不

明(意味不明・その他の不明)、について行った。各項

目における信頼性辻、筆者があらかじめ項自に当ては

まると思われる身体接触を前後30秒ずつ含めたものを

それぞれ20例ずつ用意して、筆者と 1名の保育者間で

確認した。評定者間の一致率は0.96が得られた。なお

分類の不一致は、協議の上で調整をはかったc

身体の動き辻、 1つの行為につき 1カウントとしf叩

くj行為などで連続して叩き続げたとしても、 1つの

行為としてカウントした。しかし一旦行動が止まり再

び叩き出した時は、新たな行為としてカウントした。

IV.結果と考察

1 . ~中間関係における身体接触の役割

調査対象都内公立幼稚匿の 3歳児クラス己組、男 仲間関係における相互交渉がエピソードとして頻繁

児s名、女児 8名、合計14名の菌克と保育歴23年の経 に観察されるようになるのは、夏休みの直前頃から

験を持つ保育者 1名を対象としたc だった。その前にも子ども同士の短いやり取りは観察
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されているが、親和的な雰関気やルールを持った遊び

が継続的に観察されるようになるのが 7月頃からで

あった。何度か同じ梧手とのやり取りが繰り返し観察

されるようになり、そのうちに、リラックスして楽し

そうな雰囲気が感じられるようになると仲間関係の成

立とみなした。

くf中間関係のはじまり〉

【事例 1:押したり押されたり /9月218]

五男と J男は登園してきてすぐに F子をコップで叩

いたり、身体で押したりすることによって、 F子と関

わりを持つ。 F子は、それに対して嫌がったり、怒っ

たりせずに、 f痛いでしょリと口謂は強くても笑って

対志している。 J男は F子に「なんだ、おまえはーリ

と言って突き飛ばした後、 fどあーjと言いながら自分

の顔をピシャピシャ叩く白それを見ていた F子は笑い

ながら J男を押すD 持された J男もうれしそうな表情

でF子の手を取ろうとすると、 F子は笑いながら逃げ

るo それをJ男が fっかまえる-Jと言いながら、追

いかける。 J男につかまったF子は J男に押さえつけ

られるが、 F子も J男のお腹を押す。 F子は「きゃーj

と言いながら再び逃げると、 J男と K男がF子を追い

カ〉ける G

【考察】

K男と J男と F子のやり取りを観察していると、播

まえたり、追いかけたりしながら、遊んでいることが

わかる o3者の間でなんちかのノレー/レがあるようにも、

またはそれぞれが伺かの役を演じているようにも見え

るc 見ていてハラハラするような不安定なものではな

しそれぞれが、その身体的関わりを楽しんでいるよ

うな感じを受ける D 押したり押されたり、突き飛ばし

合ったりしてふざけ合えることが、椙手を受け入れて

いるというメッセージとなり、仲間としての関係が成

立するきっかけとなっているo

【事例 2.抱きついたり抱きっかれたり/9月21日]

G男は、 H男の身体に顔を寄せて、 H男の胸のあた

りをボンポンとやさしく日戸いたあと、 H男の首に手を

廻して肩に顔を当てて抱きつく G 日男は iG男くんj

と言いながら、 G男の背中に手を廼すむその10分後に、

G男がH男に抱きつく。身体を離したあと、二人は手

を繋ごうとするが、うまくタイミングが合わない。ふ

たりは顔を見合わせてから、照れ笑いのような笑顔を

交わす。 G男が走りだすとH男が後をついて走って行

くoG男はお山の上まで走って行き、そこで変身のポー

ズを決める。

【考察】

G男とH男は、同じ場所にいたが、それぞれ勝手な

事をしているようで、一緒に遊んでいるようには見ら

れなかったo G男には、時々衝動的に噛む行為があっ

たため、突然G男がH男の身体に顔を寄せて抱きつい

たので、注意して観察した。 H男の反応を心配したの

だが、 H男はG男を警戒せず、に受け入れたむ G男はH

男のことが好きで、抱きついたのだろうが、 H男も iG

男くんJと言いながら、 G男の背中に手を廻している G

その後ふたりが手を繋ごうとしていることから、 G男

からの最初の接触が、仲間関孫を成立させるきっかけ

になっていると考えられる 9 さらに、 G男が走り出す

と、五男もついて行っていることから、ふたりのやり

取りが展開していることがわかる o G男がお山の上で

ポーズをとっている姿からは、「さあ、変身して一緒に

遊ぼう!Jと呼び、かけているように読み取れる G

<11中間意識の共有〉

【事例 3:胃じ動きをすること/5月218)

このEはE子と C男が一緒に遊ぶ姿が何震か観察さ

れている D お茶の時間に二人は一緒に並んで産り、 C

男がE子の頭を「ちょん」と言いながら軽く触ると、

E子も「ちょんj と言って同じように触り返す。それ

を3@I繰り返して一緒に笑う o C男がE子を身体で押

すと搾し返して笑う o その押し方も fドンj という強

いものではなく、 C男と同じような力とスタイルでや

り返しているo その後C男がE子に誕生日について質

問するが、 E子の答えは的が外れている。 c男は「違

うjと言って繰り返すが、あきらめて、また「ちょんj

とE子を触るがE子は触り返さず、お茶を自分のカッ

プについで、そこから C男のカップにつぎ入れてあげ

る。 E子はうれしそうに笑っている D しばらくしてC

男が fあち←-JといってE子に寄りかかると E子も

同じことを言って寄りかかる o C男がE子の顔に

「ふーj と息を吹きかけると、 E子は大喜びをしては

しゃぐが、同じようにそっと「ふーJとC男の顔に吹

きかけ返すむ 2人の前で見ていたE男も「ふ-Jと2

人に息をかける o C男が「こちこちこちj と腕をくす

ぐると同じように返して、 fがりがり jとするとやはり

司じ動きをして一緒に笑う G その後も C男がいろいろ

な擬音を出しながら動作をすると、 E子もそれをまね

る。 C男がE子のお腹を触ったのでE子も触り返した

拍子にE子がC男のコップをたおしてしまう o C男が

f濡れちゃったj とS先生に呼びかけると、 E子は濡

67 



れてはいないのだが fE子も濡れちゃったj と言う G

その後も C男は譲れたまま、 E子とふざけあって遊ぶG

S先生が fはい、 C男くんは着替えようJと抱きかか

えて連れて行くと fE子もJと追いかげる G

【考察】

E子は、モルモットのモルちゃんを力いっぱい抱い

てしまい、 S先生から「憂しく抱っこしてjとか「もっ

とそーっとJと言われでも力加減ができなかったのだ

が、 C男に「ちょんj と優しく触られると同じように

「ちょんjと優しく触り返すことが出来たD 子どもが、

ある行動を体得するためには大人から言葉で説明され

るよりも、仲間関係において、その行動を受けたり、

まねしたりする方が体得しやすい。 E子はC男とまね

しあうことで、実に楽しそうな表情を見せているが、

それはやり取りの酉白さと開時に C男と同じ行動をす

ることによって仲間意識を体験する楽しさも実感して

いるように考察できるo E子の遊び、は、クラスの子ど

もからは、なかなか受け入れられない事が多い。 D子

や I子とおままごとをして笑っている時でも、何かを

演じているような笑い方をすることが多いのだが、こ

の持のE子は、本当に楽しそうに笑っている G このエ

ピソードのE子の笑顔から観察者は、 fE子は、このよ

うに笑う子だったのだな」という印象をもった。

同じことを言いあったり、同じ動きをすることだけ

でも仲間意識を共有できるが、隣同士に座ったふたり

が、同じ接触のやり取りを繰り返すことによって、桔

手の動きを直接体感することができ、また相手の接触

の強さやりズムをまねし合うことによって、より刺激

的で具体的な意識の共有を支えていると考察できる。

[事例 4:くすぐること/7月108]

プールに入る準錆の時間。子どもたちは消毒の願番

を並んで待っている o C男は、はしゃいでふざけてい

るo fう、う、う、う、風邪号iいちゃうようJと言いな

がら身体を揺らして横にいるH男を笑わせている D 身

体を一回りさせて、前に立っている K男の買に手をの

せて「風邪ヨiいちゃうよ、くちゅくちゅくちゅj と言

うと、日男も同じ行動をして「風邪ひいちゃうよ、く

ちゅくちゅくちゅj とK男の罵をくすぐるo C男も K

男の背中を「くちゅくちゅくちゅj と言いながらくす

ぐり始める。 五男は居をしかめて fいやあ~J と声を

あげて 2人を押すむC男も H男も押されて笑っているo

日男はまたK男に近寄り「くちゅJと手を出すともう

1度押される。 H男ほ少し驚いた顔をするが、押し返

さないで克ているoH男はC男の背中を「くちゅくちゅ
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くちゅj とくすぐり始める o C男が f きゃ ~J と言っ

て首をすくめて「うふふんj と笑うと H男も笑う o H 

男はまた、 C男が最初にしたように身体を一国りさせ

て「う一風邪ヲ|いちゃう、くーちゅくちゅくちゅJと

言ってC男の背中をくすぐる o C男はくすぐったそう

に身体を動かす。 c男の消毒の番がやってきてC男は

消毒のタライに入るo

【考察】

プールに入る前のC男と H男ははしゃいでいる。 H

男はC男のしぐさや言葉を真叙している。日男はC男

がK男をくすぐったので、まねして自分もくすぐる D

C男と H男はくすぐり合うことで fおもしろいJ気持

を共有しているが、くすぐちれたK男は不諭快な表情

をうかべて「いやあーj と嫌がっている D この 3人の

中で、くすぐり合うふたりの間には、その行為を通し

て仲間意識が共有されるが、 K男はその場にいても、

くすぐり合いに参加していないので、同じ気持を共有

することができない口

く仲間関係のアピーjレ〉

【事例 5.手を繋ぐこと/5月30自]

A子と F子が手を繋いで冨庭を走った後に、 M子と

B子が参加する。 A子が甲高い声で「そうだ!こっち

に来て!JとM子に呼びかけるとM子がうれしそうに

笑いながらついていく D そしてM子が「繋ごうよ、手j

とA子に言う。差し出されたA子の手に、 M子は腰を

まげて両手でっかまり、手元を克てすぐ手を離し f行

こう、あははははj と言って走り出す。 A子は追いか

けて、今度はA子の方から「よし、行くぞ!JとM子

の手をとるが、 M子は立ち止まり腰を号iいて、 A子と

繋ごうとしている子の向きを何度も変えて、終いには

もう片方の手でA子の腕をつかんで、自分の詣をA子の

指の間に一本づっ差し込む。この行為を向度も繰り返

す。立ち止まって手を繋いでは一緒に走り、手の向き

が気になって離しては手を見つめて洋服で汗をぬぐっ

て、また手を繋ぐ。 A子は笑いながらM子が持ってい

る手を軸にしてぐるぐる回るo M子もうれしそうな表

需で笑いながらぐるぐる回る。「自が困るjと言い合っ

て再び、手を繋ぎ合う D 手を繋いでいるA子と託子を見

てS先生が「あら、伸よしになったの?いいわねj と

声をかけ、もう 1度 fA子ちゃん、 M子ちゃん、いい

わね、仲良くなったのj と声をかける。手を繋いでい

るA子の顔は笑っているが、託子は真剣な表情で、神

経が手にいっているように観察される。何震か手を繋

いだり離したりした後、 M子がA子の手をつかむと、



A子は、手をきっと上に号iき、 M子が「手、繋ごうよj

と言っても首を振ってその日はもう繋がない。

【考察】

F子と手を繋ぎなれているA子と、友だちと手を繋

ぐことでは初心者のM子は手を繋ぐ向きがうまくかみ

合わなく、感覚的にも決して訣遣ではなさそうなのに

も関わらず、何度も手を繋ごうとしていることから、

「子を繋ぐJという行為にこだわっていることがわか

るO 主導権はA子が握っていて、走って行く方向はA

子が決めている。手を繋いだ 2入は「あははほj と笑

いあい、山に登ってー鰭に「やっほーJと叫びあう。

また「よし!いくぞ!Jとか fよーしJrいこ!J rう
わーいJなどと言い合いながら、手を繋いで一緒に走

ることを楽しんでいるのが見てとれる O しかし、 M子

はA子の口まねをしながらも、何度も手を両手で押さ

えて繋ぎ直す。立ち止まるたびにかがみ込んで、子を繋

ぎ直す。 A子が動くと「動かないでよ!Jときつい口

調で言いながち手を繋ぎ直している。

この一連の行為の始めにM子が f繋ごうよ、手Jと

A子に言っていることから、 M子は、 F子とA子が楽

しそうに手を繋いで、いる姿を昌にして、自分も A子と

手を繋いでみたいと思ったのだろうと推測できる O し

かし、実際に手を繋いでみると、思った誌どに快適で

はなかったことが、向きをかえたり、繋ぎ産したりし

ていることかちわかる O それでも、 M子辻、手を繋い

でいたい。 A子はM子が荷震も手を繋ぎかえたり、「動

かないでよ!Jと強い口語で言うので、手を繋ぐこと

をやめてしまう o 提子が再び「手、繋ごうよj と言っ

ても言を振って手を繋ごうとはしない。 M子が快適で

もないのに、手を繋ぐことにこだわった理由には、 S

先生の fいいわね、仲良くなったのj という言葉かけ

が、うれしかったこともあるのではないだろうかD

A子と F子が手を繋いでいる姿に仲間関係のアピー

ルを感じたように自分が今、 A子との仲間関係をまわ

りの人たちにアピールしていることに満足しているか

ちこそ、たとえ感覚的に快適でなくても、もっと手を

繋いでいたかったと考えることができるむ

{事例 6:一緒に戦おう!/10月訪日]

J男、 G男、 C男、 N男がそれぞれ武器を持って遊

んでいる。 K男は武器を持っていないが、変身のポー

ズをとっている o J男が武器を持ってふざけて走って

いて転んでしまう o G男が駆け寄り「だいじようぶ

か?Jと言いながら、 J男の足をさするo そして「一

緒に戦おう!Jと言う。近くにいたN男が f逃げるの

だ、逃げるのだ、早く、早くりと言いながら、 J男

を自分の身体で押す。 G男にN男が剣をかざして飛び

かかると、 G男はふざけてのた打ち巨るo これを何百

も繰り返しては大笑いをする o G男も笑い、田りで見

ている子どもたちも笑う o S先生が「気をつけないと

けがするよj と声をかけるo K男やC男も一人で倒れ

たりして暴れる D

【考察】

J男、 G男、 C男、 N男、 K男は、グループになっ

て戦いごっこをして遊んでいるo 誰が味方で誰が散な

のか、競察していても定かではないのだが、 G男は J

男が転ぶ、と駆け寄って「だいじようぶか?J r一緒に

戦おうリと声をかけていることから、少なくとも、

G男と J男は味方向士なのだということがわかる O 恐

らくこの時点ではまだ彼らの中に、敵味方というルー

ルはそれほどしっかりとは成立していないように観察

されている。単に自分たちで勝手にばたばたと傍れて

床に身体を撃ちつけては暴れて、一緒に戦いごっこの

臨場感を出して楽しむ仲間として存在しているよう

だ。同じ場所にいながらも、それぞれが別々の方角に

向って変身のポーズを決めたり、ブロックの上からJ[虞

番にポーズをとって飛び降りている姿からも、 1つの

テーマを共石している平行遊びであると理解できる D

それぞれが違った桔子を味方だと患っている可能性も

あるし、ただ武器をつけてばたばた街れる感覚が面白

くて遊んでいる子どももいるのかもしれない。しかし

G男が「だいじようぶ、か ?Jと言ってJ男の足をさす

る行為は、 J男にG男が味方だということを意識させ、

回りにもそれをアピールしたことは事実である。身体

を撃ちつりたり、蹴ったりする暴力的接触がメインの

戦いごっこの最中で、転んだ友だちに駆け寄って、足

をさするという親和的な身体接触が、彼ら二人が仲間、

または味方向士なのだということを際立たせているか

らである。身体接触は、数人の子どもでのやり取りの

中で、誰と誰が仲間関{系にあるのかを分かりやすく自

りに示す機能を持っていると言える。

2.仲間関係における身体接触を支える要国

仲間関係における身体接触の発生と展開には、以下

の9つの要習が震予響していると推測してそれぞれの要

因に沿った事例の考察を行う D

*力の謂節/[事例:7]【事例:12] 

*状況判断/【事例:8] 

*発話の在無/【事例:ヲ}【事例:11] 

*行為の方向性〈双方向的か、一方的か)/【事例:リ
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【事例:11] [事例:15] 

*意味の共通理解/【事例:13】【事例:14] 

*認知/【事例:8】

*，[，育動調節(感情的や禽動的な行為であるか、ないか)/

【事例:11】

*体格のバランス/[事例:10】

*棺性の良し悪し/[事例:15] 

[事例 7:力の未調節/5月21日}

潜り台の上に座っているA子の首に、 E子が後ろか

ら強く抱きつく o A子がひっくり返りそうになる o S 

先生が気付いてE子の手を解くむまたこの日、 E子は

モルモットのモルちゃんを抱っこするが、 S先生に注

意されてもモルちゃんをそっと抱けずに、ぎゅっと抱

きしめてしまう o IE子ちゃん、もっとそっと抱いて。

そんなにぎゅっとしたらモルちゃん苦しいってj とS

先生に手で誘導されても力を入れてしまう o S先生は

IE子ちゃん。{憂しく抱いて。やさしくってわかる?

そーっとそーっとよj と言う o

【考察]

E子の身体接触が回りの子どもに警戒される理由に

E子の力の強さがある。 E子は体格のしっかりとした

子どもだ。 E子が「遊ぼうよjと触ったり、抱きつく

力は強く、相手に痛みを与えてしまう o E子は自分の

気持ちが栢手に正しく伝わらないもどかしさを味わう

ようになり、また S先生の介入もあって、友だちにそっ

と触れる事ができるようになるのだが、この時点では

まだ、他者に対する力加減ができていない。

モルちゃんをそっと抱けない事例からは、 E子が力

加減ができないことがわかると共に fそっと触るjこ

とを説明して教える事の難しさを感じる口 E子が友だ

ちをそっと触れるようになるに辻、友だちとのやり取

りで、自分の身体接触が受け入れてもらえない悲しみ

と、友だちからそっと触られる経験が必要となるD

{事例 8:状況判断・認知不足/5月25司}

F子とA子がマットの上で抱き合っている G それを

見たE子は、すかさずその上から自分も抱きつく o F 

子とA子はこの時期一緒に遊ぶことが多く、仲が良い

ので手を繋いだり抱き合ったりするのだが、それを見

ると E子もまねして 2入の中に入っていく o F子も A

子も 2人の関での身体接触はお互いに受け入れ合って

いるが、 E子がくると拒絶の声をあげる。

【考察}

E子は、仲良し同士のF子と A子が2人で抱き合っ
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ているところに割り込むことに遠慮、がない。遊びに

入っていく時の「いれてJということばかげもなく、

また、 F子とA子とは、日頃からのやり取りが少ない

ために、お互いの認知が足らない状況であるにもかか

わらず、まったく露跨せずに割り込んで行き、拒否さ

れている D 状況判断と栢手の認知ができていないこと

が原因の否定的展開例。

【事例 9:発話無し・一方的/10月10日】

S先生に抱かれて泣いているD子のところに、ロン

グスカートをはいた I子が近寄ると、 G男もやってき

て後ろから突然 I子に抱きっし I子は振り;まどいて

小走りに逃げるc それを見ていた S先生は「あら一、

ぎゅーってしたいのむ I子ちゃーんって、一緒に遊

ぽーってJIかわいいのかな一、 I子ちゃんって。 I子

ちゃん、かわいい ?G男くんj とG男に向って話しか

けるが、 G男は無視して移動してしまう。

【考察}

G男が突然 I子に抱きついた行為は、その前後の I

子との相互交渉がないことから、意味不明である。そ

の上、まったくの発話なしに、突然背後から抱きっか

れたので、 I子は不快に惑じたようで移動してしまう G

【事例10:アンバランスな体諮/10月10日】

E子は、体操の時間にドラエモン体操の吾楽がかか

ると笑顔になり、観察者に体当たりした後、走って行っ

て、ままごとコーナーで絵本を見ていたG男の頭を叩

くo G男が怒って追いかけてくると、 S先生に飛びつ

いてぶ、ら下がる。 S先生はE子を抱き下ろし、お友だ

ちにぶつからないようにと注意するが、 E子は皆と

違った動きをして回りの子どもにぶつかって、喜んで

いる o E子は再び観察者に飛びついた後、 I子にそっ

としがみつくが、 I子は fいやだ!Jとはっきり言う D

すると、 E子は撫然とした表f育になり IE子、やさし

くやっている、やさしくやっているのにJと言う o S 

先生が fやさしくやっても嫌なんだって」と言う o E 

子はその後、K男に抱きっこうとするがK男は避ける G

【考察]

E子はお気に入りの体操の音楽がかかると、衝動的

にまわりの子どもに体当りしたり、日Fいたり、飛びつ

いたりしている G しかし、好きな I子にはやさしくし

がみつく o ところが I子に拒否されて「やさしくやっ

ているのにjと悔然とする o S先生法それに対して{や

さしくやっても嫌なんだ、ってj と説明するo E子は身

体接触を成立させる為には、「やさしくやるj必要があ



ることをすでに学んだ、ことがわかるo しかし、状況に

合わない自分勝手で衝動的な抱擁はドラエモン体操を

しているクラスの友だちには受け入れられない。 E子

は、いくらやさしい力であっても、状況や相手の気持

を無視して一方的に抱きっこうとしても受け入れられ

ないことを学ぶことになるo

この事例からもう一つ言える事は、身体接触がぎこ

ちなくなる、または相互理解を拒む要因にE子と I子

の体格差があるということだ。体格の良いE子が普通

にI子に抱きつくと、華者な I子にとっては力が強す

ぎるし、また身長差から謂度首をしめられるような形

になってしまうのである o E子にはまだ、このような

差に気づくだけの認知能力はない。しかし、相互交渉

を繰り返したり、保育者の的確な分入によって、 E子

の配慮J性が発達し、イ中の良い友だ、ちとスムーズな非言

語的やり取りが可能になって行く。

【事例11:発話無し・一方的・笛動的/10月日日]

体操の時間に S先生が fはい、今度は地球はどんど

んしまーすJと子どもたち記声をかげると、歓声が上

がり飛び、あがって喜ぶ子どももいる。 L子は近くにい

た I子にそっと抱きっこうとする o1子はそれを見て、

自分の手を L子のわき腹に当てて二人は抱き合う D し

かし、 L子の抱擁がきっくなると、 I子は「いやだ、

いやだjと言う D すると、 L子はむきになったように、

さらに強く I子の首にしがみつくと、 I子は押しのけ

るo L子は逃げようとする I子をもう 1度抱きしめる

が、 I子の首に手が回ってしまい、くるしくなった I

子泣嫌がる。 L子は真剣な表情で I子にしがみつき、

自分の顔を I子の顔にこすりつける。 1子は「いやー

だ、いやーだ」と嫌がってもだえる。「いやーだよjと

言って、 I子はL子の腕から逃れると、二人法顔を見

つめ合わせるが、次の体操の曲がかかると、 L子は踊

り出す。また、その後、 L子は体操の音楽に合わせて

歩いている F子の手にしがみついて身体を寄せるo F 

子は[いやーだj と言う。それを見ていた君子が fF

子ちゃんj と言いながら自分も F子と手を繋ごうとす

ると、 E子も来て F子をつかまえようとするo F子は

怒って L子を突き放す。 L子辻驚いた表情をする。

【考察}

体操の時間は子どもたちがはしゃいだり興奮したり

する G 特にこの頃は f地球はどんどんJ体操が子ども

たちのお気に入りだ。入匿当初は参加しなかった子ど

もでも、この時期になると、音楽と腐りを覚えてリラッ

クスして体操が出来るようになった証拠だo S先生の

「はい、今度は地球はどんどんしまーすj という呼び

かけで、嬉しくなった子どもたちを見て、日墳は自分

から行動に出ることの少ないL子が近くにいた I子に

抱きつく。 I子誌最初は戸惑った表憶を浮かべるが、

相手が小柄で日墳からおとなしい L子であり、また

そっと手を差し伸べているのを見て、自分から手を出

して L子に抱きつく D ところが、 I子を抱く L子の力

が強くなってしまい、 I子が「いやだ、いやだj と言

い出す。 L子は逃げようとする I子を無理に抱きしめ

てしまい、かえって I子から抵抗を受げてしまう D 自

分から逃れようと抵抗する I子の顔に L子誌自分の顔

を擦りつける動作をする。それは、子猫などを抱いて

かわいくて自分の顔を擦りつりる時にするようなしぐ

さなのだが、一方的であるために、 I子にはもっと嫌

がられてしまう o L子の腕からやっと逃れた I子はL

子の顔を見るc 二人は無言でみつめあう G

I子はL子から去って行き、 L子は次の曲が始まる

と揺り出す。 L子と I子の間に会話がないために、ど

うして I子に嫌がられたのかをL子が理解することは

出来ない。またL子が、何故 I子を抱いたり、顔を擦

りつけたのかを説明するのは年齢的に不可能である O

その後も L子はF子の手をつかんで自分の身体にヲi

き寄せようとするが、やはり発話を停わない行為であ

ることと、一方的であるために、 F子から突き放され

てしまう o

L子は友だちとの相互交渉が少ないという点、で、保

育者と観察者の意見が一致している G その背景にはL

子の姉が同じ幼誰圏に在籍していて、幼誰菌でも婦と

遊ぶ機会があるため、友だちとの関わりに影響してい

ること、また小柄であり、慎重な性格であることも要

国として考えられる O

身体接触個人表においても L子のエピソードはf患の

子どもに比べて少ない。そのL子が、体操という身体

を使って遊ぶ時間に自分から他者と関わりを持とうと

するようになった変容は大きい。しかし経験不足から、

なかなか思ったようには成立しない。その原国となっ

ているのは、身体接触が一方的であるということ、そ

れまでの椙互交渉の少なさから相手による認知が十分

でないこと、また身体接触をすポートする発話がされ

ていないことなどが考えられる D

【事例12:力の未謂節/9月10日]

日男がマットの上にあがって来て座ると、すでに

マットの上にいたE子は、H男と向い合って座り日こや

お、にやおjと鳴く。 H男も「にやおJと答える。さ
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らにE子は揺の手をしてH男の顔を叩くが力が強すぎ

てしまう。 H男はE子を叩き返して、 E子の頭に噛み

つく oS先生がすぐにE男を引き寄せてE子から離す。

S先生はE男をなだめた後E子を抱き上げて向かい

合って話しかける。そして最後にE子に「わかった?J 

と開くと E子はうなずく。 E子は S先生から下ろされ

ると激しく 4宙飛んだ、後、教室にかけて行く c しかし

E子はすぐに戻って来て、今度はK男とH男が溝り台

の上にいるところに登って行き二人の上に割れ込んで

行って押し合いになる。 K男が泣き出して、 S先生は

「押す人は降りてもらいますj と言ってE子を潜り台

から抱いておろす。

【考察}

この時のE子辻、猫になりきって遊んでいた。その

ためマットの上にあがってきたH男にも「にやお、にや

おj と呼びかけたc するとH男も fにやおjと答えた

ので、ごっこ遊びが成立するかのように晃えたo E子

もそう思ったので誌ないだろうか。そころが、猫を真

意{た手のしぐさで亘男の顔を触るつもりが、力が強す

ぎて叩いてしまう Q 豆男が叩き返すだけではなく、日産

みっこうとしていることから、 E子の行為を悪意に

とったことがわかる。 E子の身体接触の意味が相手に

は違った意味に受け取られて拒否されることから、 E

子の気持は満たされずに激しい行動がさらにエスカ

レートしていくようだ。 E子がS先生からi寄りてすぐ

にどんどんと飛び跳ねている時の表情はいらいらした

ものであるし、その後すぐに詞かの用事があるかのよ

うに教室の方に勢い良く走り出している o E子註教室

からすぐに戻って来て滑り台に登り再びK男と日男と

靖り台の上でいざこざを起こし、 S先生に滑り台から

おろされる Q

E子の衝動的な穿体接触は、相手に受け入れてもら

えず、そのもどかしさが、さらに、 E子に次々といざ

こざを起こさせているように思われる。

[事例13:意味の共通理解/9月14日]

謂り台遊びは 5月21Bかち観察されているが、 JI麗番

待ちの時間に押し合いになっていざこざに発展するこ

とがたびたびあった。この日、謂り台遊びで I子がA

子の背中に手をそっとのせる光景が観察されたo A子

辻気にせずに滑り降りた。その後A子は滑り台の上に

産っているN男の背中を押して fちょっとどいてよ!

行って!合体しないの、これはjと言う O 言葉は強い

がそっと押しているので、 N男は振り返ってA子の顔

を見て、黙って滑り降りる。次記、 H男が産っている
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A子の頭をそっと撫でるとA子は滑り降りるo また、

K男がなかなか滑り降りず、に座っているとH男が体全

体でK男のことを押す。 K男辻、 fH男ちゃん、だめ、

だめ、 E男ちゃんj と言うが、 H男は辞めずに押すD

K男は滑り隆りずにふたりは押し合いになるが激しい

ものではなく、押し合いながらじゃれているような様

子である。そこにE先生が通りかかり f早くすべってっ

て言ったらけと声をかけるo K男は滑り降りる O

【考察】

渚り台の上に座ってもすぐに滑り降りない子ども

は、どんな格好で潜り降りょうか思案しているのか、

それともすぐに謂り降りてしまうのが情しくて、しば

らく上からの景色を楽しんでいるのだろうかc 子ども

たちは、なかなか滑り降りないのでるる o 5月の中旬

に始まった滑り台遊びは、階段でのJI展番待ちでの押し

合いや、上に産った子どもをすぐ後ろの子どもがせか

して押すことから、保育者が一入つかないと危ないほ

どであったa しかし、この目、相変わらず押し合いが

あるものの、保育者の手が出ることは 1度もなかったD

特に上に座った子どもをせかす時に、そっと押した

り、身体に触れて「早く、後ろにきているんだよJと

知らせる様子が暴力的ではなく、明かに誘導としての

接触と読み取れたのだが、接触された側、つまり受け

ての子どももそのように理解しているようなのであ

るo これは、子どもたちが繰ワ返し滑り台遊び、を経験

したことから、力加減をして押したり、または優しく

ふれることを学んだ、ことからくるのだろう Q またE先

生が「早くすべってって言ったら?Jと言うと、「早く j

といいながら、押すようになり、ただ突然押すのでは

なく「早く Jと言いながらそっと持すことができるよ

うになってくる G

このように、 1つの遊びを繰り返し行うことで、子

どもたちは適慶なタッチとことばがセットになった

メッセージが、効果的に相手に伝わることを学習する D

【事例14:意味の共通理解/2月 1日]

ヲ時18分。召組の子どもたちが次々に教室に入って

くる o F子がC男を見つけて、後ろから抱き付いて両

腕をつかんで引っ張る。 c男は笑いながら逃げる。 F

子も笑ってC男をつかんだまま追いかける o J男が教

室に入って来て、そこに立っていた L子に抱きっし

L子は J男を抱きとめて笑い、 J男から手を離して逃

げる o J男は追いかけて、 L子のかぶ、っていた帽子を

前にずらして「あーははははj と自分の頭を叩いて喜

んで笑う o



【考察】

子どもたちは、登匿してきたばかりで、その前のや

り取りはないはずなのに、いきなり抱きついたり"ij Iっ

張ったり、つかんだりする行為がやり取りされる O

行為の受げ手は、それを嫌がるわけでもなく、笑い

ながら受け取っている O このことから、子どもたちの

間では、「誰がどのような行動を取りやすいのかjとい

うことと、「それが{可を意味するのかjという情報の共

通理解が成立していると考えられる。

発話を伴わず¥衝動的な行為であるにもかかわらず、

遊びに展開していることから、たとえ暴力的な行為で

あっても、状況や意味の共通理解が述うれば親和的な身

体接触が成り立つことがわかる G

【事例15:双方向的・良い椙性/2月 18】

K男がB子の両腕をつかんで話し掛ける。 K男はB

子が軽くピョンと飛ぶと同じようにピョンと飛ぶ。 B

子が再手でK男の両手をもって引き寄せて、 K男の背

中に手を当てて教室の中を一緒に歩く o K男が fブー

メランはどうするの?プーメランJと言い、二人は椅

子に座る。五男は椅子にもたれて、 B子の背中に手を

当てて話す。立ち上がると、 K男と B子は手を繋いで

教室の中を話しながら歩く o K男が「じゃあ、***

やる?***やろう。大人のおかあさんやる?JとB

子に関く D 手を離しても、 K男はB子の袖につかまっ

て一緒に動いて、テレビ番組の話をしている。 K男と

B子が再び、手を繋いでベラン夕、に出るが、すぐに戻っ

て来て、手を繋いで教室内を歩く。 B子が手を離して

もK男は B子の青中を触っている 9 二人に J男が加

わって戦いごっこが始まる o B子は fスマッシュブラ

ザーズごっこだからね。jとK男の子を号iっ張って廊下

に出て行しは:18ーヲ:58) 

【考察]

K男と B子の仲の良さは、一学期にもすでに観察さ

れているが、このように長い時間双方向的なやり取り

が観察されたのは、この蒔が始めてであるむ

K男がB子を引き寄せて、 B子の動きをまねると、

次にB子がK男を引き寄せて、 K男の背中に手を当て

て教室の中を一緒に歩く Q すると、 K男が召子の背中

に手を当てて話しかける、というように、どちらかの

一方的な接触で誌なく、双方向的なやり取りが成立し

ている D ふたりは、お互いの身体の一部を接触させな

がら、一諸に遊ぶ話を楽しそうにしていることかちも、

ふれることによって、より相手を身近に感じながら、

{中間意識を共有していることがわかる。

V.全体的考察

松井・無藤 (1999)の、仲間との相互作用のきっか

けに注目した調査からは、 3歳児は、年長克と比べて

「いれてj という幼稚圏の仲間入りルールが定着して

いないこと、そのため、仲間と同じような体の動きや

声によって自然に相手の活動へ入っていくことが多

く、俣iえば戦いごっこをしている仲間の前にポーズを

して構えるなど仲間と再じような体の動きによって、

その中へと自然にひき込まれていくことが明らかに

なっているo このことからも、ことばで明示的な仲間

入りをするよりも、押したり、抱きついたりすること

によって、仲間関係を成立させることが、特tこ、擢動

遊び、:オープンススペースで、走る、とびはねるなど

の動的な場面(松井・無藤、 1999)において有効であ

ると言える。

3歳児の仲間関係において、身体接触は、ことばや

他者と同じ動きをすることと同じように、コミュニ

ケーションを支えあう役欝を果たしている{塚崎、

2002)0相手を身近に感じたり、感覚的刺激をともなう

面白さを味わうことができるだけでなく、離れた場所

にいる人間にまでも他者と自分の窺密な関祭をアピー

ルすることができる身体接触を、子どもは仲間関係に

おいて積撞的にやり取りし合っていると言えるo

また、身体をぶつけ合うような遊びは、入園当初に

辻見られない行為であることから、身体的な遊びが見

られるようになることが、子ども同士が打ち解けて

合って仲間関誌が成立しつつあることを表すサインに

なっていると言うことができる G

子ども毘士の身体接触の展開を左右させる要因に

辻、力の調節、状況判断、発話の有無、行為の方向性、

意味の共通理解、認知、 i言動調節、体格のバランス、

相性がある O

緩和的展開の要因としては、 f力の謂節、意味の共通

理解、認知、相性の良さ、双方向的、ことばによる支

え、情動謂節jがるる。

一方、展開なし、及び反発的展開の要因としては、

fカの未調節、体格差、襲昧な行為による意味の取り

違い、認知不足、栢性の悪さ、一方的、ことばを伴わ

ない、状況判断の欠けた感情的・信動的な状態jがあ

るG

さらに、 3歳児同士の身体接触も、成人対象の謂査

結果と同じく f気持ちが良いj という惑覚的なものよ

りも、接触の意図や椙手との桓性、状況判断や認知に
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よって評価される(土田・竹村、 1996) ことがわかっ

た。
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付記

観察をさせていただきました幼稚園のS先生と園児

の皆さまに心から惑謝いたしますc
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